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み
ん
な
大
き
く
な
っ
た
か
な

ふ
た
ば
保
育
園
で
身
体
測
定

せんだん

栴檀の若芽のように.....

ふだぱ保育園は、市街地を一望できる、別所温泉の高台にあります。
創立は、昭和29年と古く、同49年に園舎が改築されて装いも新だになりまし定。 '13¥だぱ」保育園の

名は、初代園長ガ、園児疋ちガ栴檀(せんだん〉の芽ガでるときのように、香り高く輝きながら、りっ
ぱに成長してほしいとの願いから名命されましだ。

現在88名の圏兜ガ、緑と澄んだ、空気の中でのびのびと遊んでいます。健康の山要性も園の生活の中ガ
ら身!こつけさせようと努力しており、身体測定もその 捕です。私だち職員は、地域の皆さん、保護者
会の皆さんとともに、園児だちガ、意欲的な生活ができ、思いやりのある子に育ってほしいと願い努力
し ています。(，3¥12ぱ保育園長)

主 な内 容

国道上回ノ fイパスの建設を促進しよう、パイハスニュース

ハイハス沿線に 5万'jZ万メートル確保 (毛地代将I也)

市民の動き
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ハイハスは生活道路、 歩道もつきます.....・・・ 0・・・・・・・・・ 0・・・・・・ー ーーー 3ページ

みんなで協力廃品回収、回収日を決め業者ヵ、回収・ ………・…..3ページ

気軽に出品しよう、 市総合美術展開催・ー … …・…・・・・ー・・・・ー・…"4べージ

家族ぐるみで加入しよう、 5月交通災害共済史新と }JII入促進月間...5ペ ジ

停車場所をふやしました、気軽に老人制祉センターへどうぞ・・・ 6ページ

女竹二のみなさん 「婦人教主」へ参加しようー…・… …・・・・… 7ページ

総人口 108，110人

男 52.597人

女 55，513人

世帯数 31，229世帝
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国
道
上
回
バ
イ
パ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
発
行
の
広
報
「
う

え
だ
」
の
周
バ
イ
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
も
言
わ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
上
田
市
の
立
場
だ
け
で
は
な
く
広
く
そ
の
建
設
促
進
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
国
道
上
田
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
の
中

に
は
、
苦
労
し
て
住
宅
を
建
築
し
た
が
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
、

農
業
経
営
の
基
盤
で
あ
る
水
田
、
畑
、
果
樹
園
な
ど
が
、
全
部
つ
ぶ
れ
た
り
、

分
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
の
生
活
が
根
底
か
ら
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
不
安

な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
人
が
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

市
は
、
関
係
者
に
負
担
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、
全
市
的
な
立
場
に
た
っ
て

土
地
の
提
供
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
方
の
安
定
し
た
生

活
が
確
立
で
き
る
よ
う
、
代
替
地
の
確
保
に
は
最
善
の
努
力
を
は
ら
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
道

上
回

ハ
イ
パ
ス
建
設
促
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
意
見
、
ご

要
望
、
わ
か
ら
な
い
ニ
と
が
あ
り
ま
し
た
-
勺
、
建
設
部
都
市
計
画
課
国
道
バ
イ

パ
ス
係
へ
ご
連
絡
(
r
さ
い
。

(
台
@

四
一

O
O内
線
三
五
回
)
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国
道
上
回

バ
イ
パ
ス
は
、
自
動
準

山
リ
用
道
路
て
も
、
高
速
道
路
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
市
街
地
を
通
過
し
て
い

る
現
在
の
国
道
一
八
号
線
と
同
じ
「生

活
旨

E
P--r-

面図

ノ¥

イ

ス
沿
線
に

五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
確
保

〈宅
地
代
替
地
〉

住
宅
の
代
替
地
は
、
現
在
住
ん
で
お

ら
れ
る
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
土
地
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
バ
イ
パ
ス
予
定
地
沿
線
付

近
に
昭
栄
製
糸
附
の
跡
地

(
緑
が
丘
一

丁
目
)
な
ど
二
十
六
か
所
、
約
五
万
平

方
メ
ー
ト
ル

(
約
一
万
五
千
坪
)
、
価

格
に
し
て
約
八
億
円
の
土
地
を
用
意
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

個
々
の
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
代
替
地

の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

代
替
地
は
、
国
道
上
回
バ
イ
パ
ス
の

測
量
設
計
が
済
み
、
具
体
的
に
該
当
さ

れ
る
人
が
決
定
し
た
時
点
で
、
該
当
者

残
さ
も
い
よ
う
、
安
全
性
、利
便
性
、

快
適
性
な
ど
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

考
慮
し

て
道
路
の
幅
な
ど
を
決
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

汀
当
主
主

こ

1
4

‘、

ば
い
つ
の
ま
に
か
姿
を
消
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
故
に
い
つ
来
て
く
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
業
者
を
待
つ
よ
り
も
、

ゴ
ミ
収
集
日
に
他
の
ゴ
ミ
と
一
緒
に
ポ

ン
と
ゴ
ミ
収
集
場
所
へ
置
い
て
く
る
方

バイパス予定地沿線の緑が丘一丁目に確保した

18，500m'(約5，600坪)の代替地(昭栄製糸跡)

に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
、
家
屋
の
移

転
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
代
替
地
の
引
き
渡
し
を
早
く
」
と
希

望
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま

す。

要望にそった

代替地を用意します

く農 ¥
P
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専
業
農
家
の
皆
さ
ん
や
兼
業
農
家
の

皆
さ
ん
が
お
持
ち

の
桑
園
や
果
樹
園
、

水
田
、
畑
な
ど
が

つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
、

代
替
地
を
必
要
と
す
る
人
も
大
勢
お
ら

れ
ま
す
。

こ
の
代
替
地
も
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
は

最
善
の
努
力
を
払
い
ま
す
。

農
地
法
に
よ
り
、
市
が
燥
地
を
持
つ

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
宅
地
め
よ
う

に
あ
ら
か
じ
め
確
保
し
て
お
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
要
望
に
そ
っ
た
用

地
を
考
、
え
て
い
ま
す
。

関
係
地
区

の
農
家
の
皆
さ

ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
賄

い
し
ま
す
。

予
防
接
種
延
期

風
し
ん
流
行
の
た
め
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活
が
確
立
で
き
る
よ
う
、代
替
地
の
確
保
に
は
最
善
の
努
力
を
は
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
道

上
回
'
イ
ハ
ヌ
ヨ
宮
室
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見
一
ご

要
胡
昼
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設
部
都
市
計
画
課
国
道
バ
イ

パ
ス
厄
陣
内
ご
連
絡
〈
行
き
い
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
五
四
)

え
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国
道
上
回
バ
イ
パ
ス
は
、
自
動
車

専
用
道
路
で
も
、
高
速
道
路
で
も
あ

り
ま
せ
ん
ふ
街
地
を
通
過
し
て
い

る
現
在
の
国
道
一
八
号
線
と
同
じ
「
生

活
道
路
」
で
す
。

道
路
の
幅
が

二
十
五
メ
ー
ト
ル
と

ゃ

¥

'

o

¥

ノ

ノ

ノ

残
さ
な
い
よ
う
、
安
全
性
、
利
便
性
、

快
適
性
な
ど
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
し

て
道
路
の
幅
な
ど
を
決
め
る
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

国
道
上
回
バ
イ
パ
ス
は
、
運
転
者

が
安
全
に
運
転
で
き
る
よ
う
に
、

中

ス
は
生
活
道
路

歩
道
も
つ
き
ま
す

市
内
の
道
路
よ
り
広
い
の
は
、
年
々

増
加
す
る
車
両
を
ス
ム
ー
ス
に
通
過

さ
せ
る
よ
う
、
車
道
部
分
を
四
車
線

に
す
る
た
め
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
主
要
幹
線
道
路
(
バ

イ
パ
ス
な
ど
)
は
、
将
来
に
悔
い
を

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民
運
動
」

〈市
民
生
活
の
中
へ
〉

「
む
だ
を
な
く
し
、
物
を
生
か
す
市
民
運
動
」
が
市
民
生
活
の
中
へ
定
着
す

る
こ
と
を
望
み
、
市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参

考
に
と
広
報
「
う
え
だ
」
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
廃
品
回
収
業
者
の
方
か
ら
見
た
再
生
資
源
の
活
用
方
法
を
、
長
野

県
資
源
回
収
組
合
連
合
会
上
田
支
部
長
の
小
柳
繁
弘
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
廃
品
再
生

回
収
日
を
決
め
業
者
が
回
収

の
言
葉
を
か
み
し
め
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
、
資
源
回
収
業
者
に
携
わ
る

「限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
」
は
、

今
や
世
界
の
共
通
語
で
す
。
ま
し
て
資

源
の
と
ぽ
し
い
日
本
で
は
、
切
実
に
こ

央
に
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
分
離
帯
を
設

け
植
樹
を
し
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者

の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
両
側
に
幅

三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
設
け
て

植
樹
を
し
、
美
観
と
騒
音
防
止
、
緑

化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

者
は
、
ゴ
ミ
収
集
場
所
に
毎
日
捨
て
ら

れ
て
い
る
物
の
中
に
、
な
ん
と
多
く
の

再
生
資
源
が
あ
る
か
を
目
に
す
る
た
び

に
「
も
っ
た
い
な
い
な
あ
」
と
言
う
思

い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
再
生
資

源
と
私
た
ち
が
き
口
う
も
の
は
、
古
新
聞

古
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ボ
ロ
布
、
古

金
物
な
ど
を
言
い
ま
す
。

使
い
捨
て
時
代
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ら
い
、
私
た
ち
業
界
の
回
収

量
は
、
そ
れ
ほ
ど
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

昨
今
、
こ
ま
め
に
各
家
庭
を
訪
れ
て

く
れ
る
リ
ヤ
カ
ー
の
お
じ
さ
ん
た
ち
の

数
も
へ
り
ま
し
た
。
古
紙
の
相
場
が
上

が
っ
て
い
る
時
は
、
チ
リ
紙
交
換
の
車

が
と
び
回
り
ま
す
が
、
相
場
が
下
が
れ

パイハ

18，500 

ぱ
、
い
つ
の
ま
に
か
姿
を
消
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
故
に
い
っ
来
て
く
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
業
者
を
待
つ
よ
リ
も
、

ゴ
ミ
収
集
日
に
他
の
ゴ
ミ
と
一
緒
に
ポ

ン
と
ゴ
ミ
収
集
場
所
へ
置
い
て
く
る
方

が
手
聞
が
か
か
ら
ず
す
む
と
言
う
の
が

現
状
で
す
。

私
た
ち
回
収
業
者
は
、
な
ん
と
か
し

て
こ
の
よ
う
な
ム
タ
を
減
ら
し
、
街

を
美
し
く
す
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
り
出
さ
ね

ば
と
思
い
ま
す
。

各
地
の
市
町
村
、
お
よ
び
自
治
会
な

ど
で
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
が
重
ね
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
、
私
た
ち

の
地
域
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
方
法
を
参
考
ま
で
に
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
小
・
中
学
校
の

P
T
A
な
ど

で
行
っ
て
い
る
年
一

i
二
回
の
廃
品
回

収
で
は
、
そ
の
時
だ
け
多
く
集
め
よ
う

と
す
る
た
め
、

P
T
A
役
員
や
生
徒
な

ど
の
ご
苦
労
が
多
く
な
り
す
ぎ
ま
す
。

回
数
を
多
く
す
れ
ば
、
小
型
自
動
車

一
台
分
位
で
簡
単
に
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

一
部
の
自
治
会
で
実
行
し
て
い
る
月

に
一
度
の
廃
品
回
収
を
全
市
的
な
規
模

で
「
古
紙
回
収
日
」
「
金
物
類
回
収
日
」

と
日
を
定
め
定
期
的
に
行
っ
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。

廃
ロ
聞
を
出
す
場
所
は
、
市
の
清
掃
事

務
所
が
行
っ
て
い
る
「
ゴ
ミ
収
集
場
所

へ
出
し
て
い
た
だ
き
、
回
収
業
者
が
集

で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
要
望
に
そ
っ
た
用

地
を
考
え
て
い
ま
す
。

関
係
地
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
五
十
二
年
度
前
期
(
四
月
1
九
月
)

一
に
予
定
し
て
い
た
、
二
種
混
合
(
ジ

一
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
)
、
日
本
脳
炎
、

一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・

B
C
G
の
予

一
防
接
種
は
、
現
在
、
風
し
ん
が
流
行

一
し
て
い
ま
す
の
で
延
期
し
ま
す
。

一
次
回
の
計
画
は
、
風
し
ん
の
発
生

一
状
況
を
見
な
が
ら
、
十
月
に
再
計
画

一
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
〈

一
だ
さ
い
。

一
な
お
、
ワ
イ
ル
病
、
破
傷
風
の
予

一
防
接
種
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

予
防
接
種
延
期

風
し
ん
流
行
の
た
め

め
、
代
金
は
、
各
自
治
会
的
収
益
金
企

し
て
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
く
方
法
は

ど
う
で
す
か
。

こ
う
し
た
方
法
を
是
非
、
市
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
中
か
ら
再
生
資
源
を
ひ
ろ
い

出
す
前
に
、
再
生
資
源
の
中
か
ら
捨
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
少
限
の
ゴ
ミ
を

出
す
。
と
言
う
発
想
の
転
換
を
私
た
ち

み
ん
な
が
し
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
地

域
・
は
、
ゴ
ミ
に
う
も
れ
、
そ
の
ゴ
ミ
を

処
理
す
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
財
源

を
使
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
切
実
な
問
題
と

し
て
考
え
る
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

(

お
わ
り
)



気
軽
に
出
口
∞
し
よ
う
・•• 

上
岡
市
総
合
美
術
展
を
開
催

第
二
十
六
回
上
田
市
総
合
美
術
展
を
月
十
六
日
間
ま
で
。
午
前
九
時

i
午
後

次

に

よ

り

聞

き

ま

す

。

六

時

三

十

分

(

た

だ

し

、

十
六
日
は
午

み
ん
な
が
気
軽
に
出
品
し
、
み
ん
な
後
四
時
ま
で

)

報

で
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
。

入
場
料

1
一
般
当
日

六
十
円

(
前
売

広

作

品

受

付

l
上
田
市
民
会
館

で

洋

画

五

十

円

)
、
大
学

・
高
校
生
当
日
五
十

一

写
真
、
工
芸
、
彫
刻
、
日
本
画

(
俳

画

円

(前
売
四
十
円
)
、
小
・
中
学
生
当

一

も

含
む
)
を
受
付
。

日
二
十
円
。

紛
総
合
展
示
館
で
書
道
、
生
花
を
受
付
。

作
品
搬
出
H

五
月
十
六
日
叩
午
後
回

目
側

出
品
点
数

l
出
品
種
目
別
に

一
人

一

点

時

か

ら
五
時
ま
で
に
搬
出
し
て
く
だ
き

議
(
た
だ
し
、
彫
刻
・
工
芸
・
俳
画
は
二
い
。

慨

点

以

内

。

洋
画
五

O
号

以

内

。

書

道

お

問

合

せ

l
上
田
市
公
民
館
(
宮
@

一

半
切
紙
以
内
。
写
真
全
紙
、
ま
た
は
全

O
七
六

O
)

一

倍

パ

ネ

ル

仕

上

げ

)

叩

新

緑

の
e

・

e

・-

一

作

品

の

織

入

l
五

月

十

一

日

附

午

後

間

独

鈷

山

代

登

獄

、

7
J

一

一
時
か
ら
五
時
ま
で
(
時
間
厳
守
)

号

賞

1
市

長

賞

、

奨

励

賞

「

カ

ッ

コ

ー

」

が

な

き

、

新

緑

に

つ

つ

ま

り

展

示

会

場

l
上
田
市
民
会
館
、
総
合
れ
た
が
い
説
の
山
、
独
鈷
山
二
一
つ
ニ
さ
ん
)

第

展

示

館

。

へ
登
リ
ま
せ
ん
か
、
希
望
者
は
、
五
月
十

-

展

示

潮

間

l
五
月
十
三
日
幽
か
ら
五
五
日
同
午
前
八
時
ま
で
に
西
塩
田
小
学

だ 昭和52年 5月1日一一一一(4)ー

お知らせ
えI ー第 742号ー

:園児が作物の生長過程を観察することに

jより自然と親しみ、自然への感心を高め

:るように と4月19日室賀保育園で園児に

:よるジャガイモの植付を行いました。

あ
な
た
も
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

校
前
へ
集
合
し
ま
し
ょ
う
。
(
別
所
温
泉

の
皆
さ
ん
は
沢
山

(
さ
や
ま
)
湖
へ
次

の
時
閉
ま
で
に
集

っ
て
く
だ
さ
い

)

コ
ー
ス

1
西
塩
田
小
学
校
前

(
午
前

八
・
三

O
)
沢
山
湖
(
午
前
八
・
五

O

独
鈷
山

(
午
前
十
一
・
三

O
、
昼
食
)

沢
山
湖
(
午
後
三
・
三

O
)
西
塩
田
小

学
校
前
(
午
後
四

・
0
0
、
解
散
)

参
加
で
き
る
人

l
小
学
校
五
年
生
以
上

(
四
年
生
以
下
で
も
家
族
同
伴
で
あ
れ

ば
参
加
で
き
ま
す
)

参
加
料

1
一
人
十
円

(
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
保
険
金
)

服
装
・
持
ち
物

l
山
登
り
に
適
し
た

服
装
。
昼
食
、
水
筒
、
問
具
な
ど
。

そ
の
他

・
お
問
合
せ

l
頂
上
ま
で
登

っ
た
人
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま

す
。
教
育
委
員
会
体
育
課

(
宮
@
四

一

0
0
内
線
五
五
五
有
線
②

O
八
七

二

塩
田
公
民
館

(
有
線
ニ

O
五
四
)

信
州
青
年
希
望
の
船
。に
γ

白
。
参
加
者
。募
集

総

長
野
県
、
お
よ
び
長
野
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
で
は
、
次
に
よ
り
「
信
州

青
年
希
望
の
船
」

へ
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
者
は
、
早
目
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

資
格

1
年
齢
二

十
歳
以
上
三
十
五
歳

未
満

(
五
十
二
年
四
月
一
日
現
在
)
で

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

申
込
期
日

1
五
月
十
四
日
出
ま
で
。

募
集
人
数

l
十
五
名
。

由
甲
コ
山
」

t
H
連
山

H
U
高
川
日
明
十
w
'
λ
W
4
4
世

末

、

ま

A
F

れ
~

て
電
話
、
ま
た
は
文
書
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い

。

〈
お
問
合
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
体
育
振
興
係
(

〈上 〈 証 〈てり長 し人い小る 二 係 報地③② 十 さ市は

iiii立?i;詰セE;itii 説;許芸!?11FI干し;詰
ざ 字幸 取 戦にいの車で 傷が務券上 者 証 窮 七 せ 地事七 日 事 五

下 き 扱 傷 必 。で券は 療、所引の手 丑ー ー 11 滅後日出前 十 申休
之ん 員 病妻 、引「 箪四 と換人帳 。の ，官 (上で活 (日)、研 二 込の

お一 孝弘 士重古 会空夏 子二 Z変手霊 岩男二Tム音g 夫 ?震
九 @ 所 帳〉 ょの市 へ日所はお持・~J 雲券 ②公後し内(日)六 月 提 を
二三 、 、 り取傷 委ずで 、渡ち まき o民活て研二 月 七 出受

;:g i ??そ ;白雪iiZ葬祭:2P;;:2 : ?: 
給 しな会 ま法 て上い第 ~年 l港ニ(日) 二 だ回

ス。
定

員

1
各
コ

l
ス
と
も
十
二
名
。

受
講
料

l
一
千
円

(二

か
月
分
)

お
問

市
役
所
福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係

(
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八
O
一

)

出
即時一……おし一診一一一…

五
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
左
表

に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

乳児検診日程表
一

上田市健康センター i孟2階回支会議所室 川西社会IJ¥¥ 一
祉セ/タ

4か月児 9か月児 ;か月児 4か月児 会場上田市健康 川西社会福

It 塩尻 東部 広尻 東部 9 センター祉センタ一

川辺南部川辺南部
象泉回 中央泉田中央 対象地区新市内|旧市内 111西全区

li!! 御川 北fflI 神川 北節 塩圏全区 川西全区 八ト日実施針時日，製 a足

Ll同|胤区何 E神S62科属年日医 西部 神科 西部
| 減下 49年 4月生 48年

「l量E目王E」、巳旦51邑監年T8K月5生寸|itE17i百日生は「fEぬiEZ生 5 月困 ♂m コ~日U 円白 7-山山12月同口 生

=歳児検診日程表
て
い
る
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

北
天
神
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

，
寿
会
。

(
会
員
約
百
人
)
で
は
、
三
十
八
年
か

・
旬
、



ー第 742号一

一
時
4
・
6

J

H

i

e

，
H

E
l
』
，
一

貧

1
市
長
賞
、
奨
励
賞

展
示
会
場

1
k
岡
市
民
会
館
、
総
合

展
示
館

展
示
期
間

1
五
月
十
三
日

ωか
ら
五

号
d

第一

一
一
般
社
会
人
へ
の
休
育
め
普
及
と
振

一

興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
民
間

一

人

の

体

育

、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
養
成

一
す
る
た
め
、
次
に
よ
り

「
ス
ポ
ー
ツ
指

叫
劇
場
貝
養
成
講
習
会
」
を
聞
き
ま
す
。

叫
川
町
体
育
に
感
心
を
お
持
ち
の
人
、
ス
ポ

議

|
ツ
に
自
信
が
あ
る
人
な
ど
大
勢
の
参

崎
明
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一

〈

期

日

〉

一

五

月

二

十

一

日

出

、
六
月
十
九
日
間

だ
七
月
三
日
間
、
七
月
三
十
一
日
側
、
八

月
七
日
刷
、
八
月
二
十
一
日
側
、
九
月

四
日
側
、
九
月
二
十
三
日

(祝
日

)

「カ

ッ
コ
ー
」
が
な
さ
、
新
緑
に
つ
つ
ま

れ
た
伝
説
の
山
、
独
鈷
山
(
と
っ
こ
さ
ん
)

へ
登
り
ま
せ
ん
か
、希
望
者
は
、
五
月
十

五
日
同
午
前
八
時
ま
で
に
西
塩
田
小
学

↓
め
な
た
i
u
ス
ポ
i
1
1

ツ
弘
知
道
寸
口
貝
に

な
り
ま
せ
ん
か

えつ一 (5)一一一一昭和52年 5月 1日 広報

家族ぐるみで加入しよう

5月交通災害共済更新と加入促進月間

十
月
一
日
出
。

〈
会

場

〉

市
民
体
育
館
、
合
同
庁
舎、

市
立
第

一
中
学
校
。

〈
内
容
〉

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ス
マ
軟
式
庭

球
コ

l
ス

マ
体
力
づ
く
り
コ

l
ス
(
レ

ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
、

オ
リ
エ
ン
テ

l
リ

ン
ク
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
含
む
)

〈
申
込
先
き
・
受
付
期
日
〉

五
月
十
四
日
出
ま
で
に
、
教
育
委
員

会
体
育
課
へ
、
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

年
齢
、
勤
務
先
、
連
絡
先
を
明
確
に
し

皆さんが加入されている、交通災筈共済は、 5月31

日が期限です。

5月はじめに自治会の役員の皆さんが伺いますので

まだ加入きれていない皆さんもこの機会に全員加入し

ましょう 。

〈会費〉

0新規加入者は 1へ360円。

@加入更新者は 1人 300円。

。小 ・中学生や保育園などの園児が学校、保育園など

で団体で加入する場合は 1人 200円。

自治会未組織の皆さんは 市内の金融機関か市役所

市民謀、塩田、川西、豊殿の各支所へ 申込んで ください。

くあ‘問合せ〉

民生部市民課交通安全係(宮@4100内線 276有線②

0701) 

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

申
込
期
日
目
H
五
月
十
四
日
出
ま
で
。

募
集
人
'
数

1
十
五
名
。

申
込
方
法

1
所
属
す
る
企
業
、
ま
た

て
電
話
、
ま
た
は
文
書
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

〈お
閉
会
せ
〉

教
育
委
員
会
体
育
課
体
育
振
興
係
(
含

@
四
一
O
O
内
線
五
五
五
、
大
手
一

|

一
一
!
一
六
)

着
物
着
付
教
室
¥
~

t

e

-

-

o

。ー一
生
徒
募
集

続

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
次
に
よ

り
着
物
着
付
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
必
ず
来
館
し
て
五
月

十
五
日
同
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

期

間

1
六
月
か
ら
七
月
ま
で
の
二

か
月
問
。

コ
ー
ス

1
水
曜
コ

l
ス
、
木
曜
コ

l

〈
引
換
証
取
扱
員
、
住
所
、
氏
名
〉

南
波
直
幸
さ
ん
(
宮
@
三
O
九
O
、

上
田
市
大
字
下
之
郷
七
九
二

l
二
)

〈
お
問
合
せ
〉

き人 み控ト保者 。....'.:.:.:-:-:::::-:::::: @ ス

料会こ制金険十郵 箇七お 受 定
度のを五便 ・ I固』. ー開 講

会苧制」七ま人局 ー団保ー 一合 料 員

の会度が%と以の 体の七せ 11 11 

事デはあをめ上筒 剖 ~ 11 ー 各
業円、り割てで易 回~..:::::::\\: 動 千 コ
資三町ま引払、保 ー引 労円|
金ド内すくい十険・ 0 ・送 青 (ス
ゎ利ム 。 叶工…州 'C::::::: 、 - r 

Z号で dsz;ミ;郵の 孟ZL
こ EE 休と上 、 便ー活 ホ月十zsi f雪量護 :思想る よさえ
し引婦 込の易険 0・目 。 宮

資源活用広場を開設
〔市役所駐車場で午前 10時から〕

好評の「資源活用広場」を 5月15日の日曜日 (雨天

の場合22日(日))に市役所駐車場を開放して、青空市場

方式で午前10時から午後 4時まで行います。市民の皆

さんや事業所などから出品された実用品(不用品、処

分品など)を市価の半値以下で販売します。皆さん大

勢お出かけください。

〔修理相談コーナーも設置〕

包丁、ハサミ、洋ガサ、くつ、なべ 、 か まなどをそ

の場で修理しますので修理品をご持参ください。

電気製品など電気についてのご相談にも応じますの

で気軽にご相談ください。

不用品などを出品される市民の皆さん、受付は、午

前 8時30分から午前 10時までです。必ず受付時間内に

品物を持参してください。

5月15日(日)

て
い
る
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

北
天
神
町
の
老
人
ク
ラ
ブ

H

寿
会
。

(
会
員
約
百
人
)
で
は
、
三
十
八
年
か

ら
こ
の
制
度
を
活
用
。
現
在
、
百
八
十

五
件
、
毎
月
三
十
四
万
円
余
の
保
険
料

を
自
主
集
金
し
て
、
年
間
二
十
数
万
円

の
割
引
き
額
を
会
の
収
入
に
し
、
年
二

回
の
慰
安
旅
行
、
会
員
の
金
婚
式
の
記

念
品
代
、
懇
親
会
な
ど
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
い
か
が
で
す
か
。

団
体
の
っ
く
り
方
な
ど
は
、
郵
便
局
へ

お
間
合
せ
く
だ
さ
い
よ
宮

@
O
四
九
九
)

家
族
そ
ろ
っ
て

大

掃

除

*
五
月
中
に
み
ん
な
で
行
お
う
r

〔登録品名〕

ミシン 2台、若い人向きのゾウリとハンドバッグ、婦

人用ポストンバッグ、バイク (125c.c)、リコピー 1台、

ポ ッ ト3個、白黒テレビ 3台、冷蔵庫、歩行器 1台、

食事用いす、食事用ベビーいす、男性用自転車 2台、

編機(ノfンチカード付)、ガスストープ 2台、石油スト

ーブ、〈つスケート。

以上が主な品物ですが、ほかにもたくさんの品物が

登録されていますので、気軽に事務局へお問合せくだ

さし、。

〈申込み・お問合せ〉

上田市資源活用推進本部事務局(宮@4100内線272・

276有線②0701)

不用品コーナー



だ 昭和52年 5月 1日一一一一(6)ー

停
車
場
所
を
ふ
や
し
ま
し
た

気
軽
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
ど
う
ぞ

〔大
型
送
迎
。ハス

を
運
行〕

お
年
寄
リ
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
要
望
の

あ
っ
た
、
上
問
市
老
人
制
祉
セ
ン
タ
ー

の
送
迎
パ
ス
に
、

四
月
七
日
か
ら
四
十

-一入
品
取
り
の
大
型

パ
ス
「
ふ
く
じ
ゅ
」

サ
を
巡
行
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ス
は
、
昇
降
ス
テ
ソ
プ
を
低

く
し
、
座
席
の
間
悩
を
広
げ
、
自
動
ド

ア
を
付
け
、
お
年
寄
り
の
危
険
を
防
止

す
る
た
め
後
部
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
設

山
仇
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
「
前
の
半
よ
り
、
来
リ
心
地

か
良
く
快
適
だ
」
な
ど
川
町
評
を
得
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ド
表
の
よ
う
に
停
車
場

所
も
ふ
や
し
、
大
勢
の
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
配
慮

し
ま
し
た
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

新
し
い
お
ふ
ろ
で

く
つ
ろ
ご
う

昨
年
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
北
側
に
建
設

し
て
い
た
浴
場
も
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
浴
場
は
、
今
ま
で
の
浴
場
よ
り

か
な
り
広
く
、
一
度
に
四
十
名
位
い
入

浴
で
き
、
給
湯
も
温
泉
方
式
を
取
り
入

れ
、
い
つ
も
浴
槽
か
ら
湯
が
あ
ふ
れ
て

い
る
明
る
い
き
れ
い
な
浴
場
で
す
。
ま

た
、
超
音
波
に
よ
る
発
泡
(
は
っ
ぽ
う

)

装
置
を
取
り
付
け
、
お
年
寄
り
の
健
康

えつ_~ 742号 (駒縦儲)一一広 報

完成
、 東塩田地区の

塩田老 人集会

ブ の場と して、

、血圧測定器や

健康増進も行

温泉式の新しい大型 浴槽 (白 〈アワだって見え

るのが趨音波による浴中マッ サージ)

に
よ
い
浴
中
7

y

サ
1

ジ
が
で
き
る
な

ど
「
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
お
ふ
ろ
だ
」

「
疲
れ
が
早
く
と
れ
る
よ
う
だ
」
と
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
て
}
の
恥
州
場
は
、
凶

川
人
年
全
日
刊
ぷ
合
巡
目
ん
一
肌
お
い
を
受
け
完
成
し

ま
し
た
ー
)

老人福祉センター送迎パス運行表

神JII 
9 : 10 9 : 15 9 : 20 9 : 20 9 : 25 9 : 30 

火
大屋駅前一一岩下バス停一一ミツワ家具前一一史跡公園一一うさ吉や前 昭栄ゴルフ場前

部東 上9 釈35一一 9 : 45 
一一回 老人センター

登 坂9・10 9 : 15前 9:郷20一一9漆: 20 9 : 25 9・30 9 : 30 
赤 (たばこや)一一矢沢(局 )一一下 戸一一小井田入口一一町吉田一一林之郷バス停

水

一一世9:3井5一一9岩:40守一一細9谷.鋳40造一一科野9: 4宮5 9 : 50 10: 00 
殿 F 大 社一一上田駅一一老人センター

科神 8 : 5柳0駅 県9営:球00場一一伊9勢: 10 9 : 15 9 : 20 9: 20 9・25

木
旧川原 山一一神科診療所 金井橋一一蛇沢一一)11原柳バス停

部北 福9: 30 9 役35所一一上9・40 9 : 45 
一一一勤 センタ一一一一上田市 田駅一一一老人センター

第

中失塩庖困塩西困

塩9田:支00所一一9新:0町5一一9手:10 9: 15 9: 2沢0一一9舞:回2一5一 9保・30 9: 3島0一一三9・35
l 塚一一一山田一一八木 野一一下小 ツ角一一

第3 9好:4町0一一ー 9 : 45 ←→上9 : 45 
三 老人センター 田駅

金 「瓦 幾9: 10 島9: 2島0 社一一9神:2畑5一一 9 : 25 9: 30 9・40
2 

士首山国塩束田

t包囲協共選所 生足神 三ツ角一一三好町一一老人センター←

第 上9 : 40 
4 一一歩 田駅

第 室 室9: 10 袋9 前15一一和9 : 20 9 : 25 9 : 30 
l 賀 上 ttバス停一一協 合橋一一吉田公民館一一築地四ツ角ミナトヤ商庖一一

第 方 9・40 9 : 45 9 : 45 9 : 50 9 : 50 

土
3 商 一一山口三ツ角一一下之条火山見 中之条公民館 老人センター←→上田駅

第2 浦 |9西:支10所一一9白:2銀0一一横9山: 25 9 : 30 9 : 30 9: 35 9 : 45 
野 川 入口一一上田原駅前一一三ツ角一一三好町一一老人センター←

第 方
-→上9・45

4 函 田駅

塩尻 塩9: 10 上塩9: 1公5 和9: 20 西9 : 25 9: 30 9: 35 

日
下尻公会堂一一 尻会堂一一秋宮野入口一一小前一一市役所一一上田駅一一

市内
9 : 40 

一一老人センター

帰りの時間は、各曜日ともセンタ一発15時30分。
センターの休館日は、毎週月曜日と祝祭日の翌日。
上田駅からは、毎日午前 9時30分頃から 10時頃です。

t
A
q
r
u
q
δ
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東塩田に老人集会場完成
老人のための明るいまち推進事業のー勺、J.I'.ii...凶I也[，((7)

お年寄りの活動の場として建設していた rJ.k出 flJ左人丸会

場」が三月末完成。 お年寄りの趣味の クラブのゆ として

会合の場として役だつことでしょう。また 、1lu1 IRlI;主総や

肩タタキなどを置き、お年寄りの健康管理や似 jili1進も行
います。

えつ一(7)一一一一昭和52年 5月 1日 広報

女性のみなさん

「婦人教室」へ参加しよう
く働く婦人の家〉

毎日の仕事はし、そがしくても、生活の豊かさは
自分で作り出すものではないでしょうか。

「婦人の家」では、日常役だつなにかを女性の皆
さんとともに学びたいと考え、下表の「婦人教室」

を計画しました。
大勢の皆さんお気軽にご参加くださし、。

受講料は無料です。
〈対象者〉
市内にお住いか、勤務されている働〈婦人、お

よび勤労家庭婦人。
〈申込方法・受付時間〉
5月15日(臼)から 21日仕)まで、午後 l時から午後

9時(日曜日は午前 9時から午後 5時)まで受付
し、定員になり次第締切ります。
電話での受付、および水曜日は受付しません。

くお問合せ〉
上田市働く婦人の家(合同庁舎南ft@2988)

近代的な寮二むね完成
〈報恩寮〉

川辺町 にある報思寮に、ブロ y ク造りのj!I代的な察二む

ね、 18室が国民年金積立金巡元融資を受け て完成 入寮し

ているお年寄りから「明るくて住みごこちが良¥， • J と好評

です。

f!( ~I白 曜日 l時間 i講 制! 定民 材料 '1-'1 制ii y;' 

茶道教主 金 P -M86・0000 山(表浦さT家弘と)千A 201'， 実 T 
6/310~回10/21 

花道教河合 火 P M~68000 0 山4崎(1，'幸I月f詳さし)1
20 r(β1∞回分円) 

6/710~
回
1?/20 

溜字教室 木
P M~68・000

0 
佐藤鶴さ岡

ん
20 

(テ
4∞キ円

スト代)
6/217~

回
2/16 

苔手木人目込
形 金

P M6: 00 伊合ゥtさ，-[-
ん

20 2(，55∞回分円) 
6/105~

回
7/29 

-8: 00 

↓コ

| 松てま本リ 土
P ~M31・

330
0 

上原卜さ;.r
ん
F 20 l(，5O∞回分円) 

6/115-
聞
10ハ

料理教家 月
P ~M86.000 0 

却炉;J!:さF
ん

20 約
(15∞回分円) 

6/136~
回
10117 

西塩田保育園新し い園舎で開園
西塩田小学校の隣りへ建設していた、西嵐田保有図が、

国民年金積立金還元融資を受けて完成。園児が元公にどぴ

まわっています。

こ
れ
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
、
遅

霜
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
予
防
対
策
と
し
て
、
果
樹
栽
培

農
家
を
中
心
に
、
古
タ
イ
ヤ
や
重
油
な

ど
を
燃
し
ま
す
。
こ
の
た
め
「
ス
ス
」

な
ど
が
飛
散
し
ま
す
の
で
、
夕
方
か
ら

気
温
が
下
が
リ
、
風
が
少
く
好
天
気
の

場
合
な
ど
、
霜
が
予
想
さ
れ
る
日
は、

前
夜
か
ら
屋
外
へ
干
し
物
な
ど
だ
さ
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
毎
日

霜
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
の

で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

勧旬 、若きσ3午H禁色
、~ 主君主弓;r-:vノ万1-1itPXt 

依泣 j その②
公職の選挙
(1)国の選挙

衆議院議員の選挙

定数は 511名で、本県は 4選挙区があって定
数 13名です。上田市は、第 2区の区域に入 り
定数 3名です。(第 2区は上田市、小諸市、
佐久市、更埴市、 小 県郡、 北佐久郡、南佐久
郡、埴科郡)任期は 4年 。

参議院議員、全国区の選挙
全国を 1区とし、定数は 100名で任期は 6年
ですが、 3年ごとに半数が改選されます。

参議院議員地方区の選挙
都道府県の区域を各選挙区とし定数は、 152

名です。本県は定数 4名で任期は 6年、 3年
ごとに 2名が改選されます。

(2)地方の選挙
県知事、市町村長め選挙

県または、市町村の区域が選挙区とな り、任
期は 4年です。

県議会議員の選挙
郡市の区域を基準にして 、県条例 で本県を 30

選挙区に分け、定数は59名です。上田市は 3

名。任期 4年です。
市町村議会議員の選挙

原則として、市町村の区域を選挙区とし、定
数は地方自治法で人口段階別 に定められてい
ます。上田市は、定数36名です。任期は 4年
です。
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解放への道

④ 

わ
た
く
し
た
ち
は
わ
だ
く
し
た
ち

の
不
当
な
差
別
が
未
来
あ
る
尊
い
生
命

を
奪

っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ

の
死
は
、
こ
の
不
当
な
差
別
に
傍
観
者

えI 報広
目
前
a

n認羽
糊
塩
川
か
づ
き
ん

議

中

央

北

三

(
新
田

)
六

O

明

和

池

図

雅

人

さ

ん

下

堀

七

二

一
瀬
川
知
一
良
さ
ん

一

緑

が

丘

一

(
緑
が
丘

)
七
八

一

平

能

幸

吉

さ

ん

一

緑

が

丘

一

(
新
田

)
七
四

号

久
保
田

み
ど
り
さ
ん

伊
勢
山

六
六

川

柳

沢
孝
次
郎
さ

ん

諏

訪

形

八

四

第

西

入

浄

さ

ん

三

好

町

八

二

-
回
昆
師
到
中
〈
半
ム
革
、
，
ん

百

聞

叫

剖

肋

H

ハ〉

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(

三
月
三
十
一
日
現
在
)

5日

日
一引
U

で
あ

っ
た
社
会
全
体
の
責
任
で
あ
る
と

い
う
き
び
し
い
反
省
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
、
前
回
は
、
部
落
差
別
の

中
で
も
最
も
不
当
な
結
婚
差
別
で
自
殺

し
た
人
の
遺
書
を
掲
載
し
て
差
別
の
不

当
と
、
そ
の
重
大
性
に
つ
い
て
書
き
ま

し
た
が
、
「
自
分
が
も
し
、
そ
の
立
場

に
立
た
さ
れ
た
ら
ど
う
な
の
か
」
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
、
も
う
一
度
自
分

の
胸
に
問
い
た
だ
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

差
別
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

宅
地
を
売
る
計
画
を
し
た
の
に
、
部
落

川
町
V
Am
M
V
Am
M
Y
A
mM
Y
品
川
w
"品
川
V
A
m
M
YA
m
M
V
A
m
M
Y
A
m
M
Y
A
m

松

下

末

松

さ

ん

諏

訪

形

六

八

北
沢
富
貴

子

さ

ん

大

久

保

六

O

若

林

助

七

さ

ん

上

塩

尻

八

三

広

川

政

則

さ

ん

上

本

郷

八

一

滝
沢
喜
男
さ
ん

天
神
四

(
南
天
神
町

)
六
七

堀

内

清

芳

さ

ん

川

辺

町

七

四

西

沢

か

お

る

さ

ん

下

塩

尻

四

七

高

沢

与

平

さ

ん

上

田

原

七

五

玉
井
フ

ジ
さ

ん

下

堀

八

三

品
田
み
ち
さ
ん大

手
一

(
大
手
町

)
五
九

成
沢
て
る
ゑ
さ
ん

緑
が
丘
三

(
緑
が
丘
西

)
七

一

高
橋
沢
次
さ

ん

下

塩

尻

八

八

石
僑
慶
治
さ
ん中

央
三
(
馬
場
町
)
五
三

宮
崎
新
一

さ
ん

秋

和

七

五

津
林
は

つ
の
さ
ん

み
ん
な
で

の
人
だ
と
わ
か

っ
た
の
で
破
談
に
し
た

り
、
就
職
試
験
に
パ
ス
し
な
が
ら
不
採

用
に
な
っ
た
り
、
小
さ
い
集
落
が
よ
れ

ば
手
ご
ろ
な
自
治
会
が
で
き
る
の
に
、

同
和
地
区
と
は
い
っ
し
ょ
に
な
り
た
く

な
い
と
頑
張
っ
て
い
た
り
、
ま
た
、
町

内
や

P
T
A
の
役
員
選
出
に
か
げ
で
動

作
や
言
葉
で
あ
な
ど
ら
れ
た
り
、
差
別

の
根
は
社
会
意
識
と
し
て
根
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
々
の
心
の
中
に
ひ

そ
ん
で
い
て
、
と
き
に
、
言
葉
や
文
字

や
行
為
と
し
て
表
現
さ
れ
る
差
別
を
心

理
的
差
別
と
い
っ
て
い
ま
す
。

緑
が
丘
一

柳
沢
正
子
さ
ん中

央
東

(
上
川
原

)
六
三

山
崎
節
子
さ
ん材

木
町
二

(
染
屋
)
五
二

宮

下

徳

一

さ

ん

下

塩

尻

五

一

川

上

勝

郎

さ

ん

五

加

六

六

金

井

な

み

の

さ

ん

院

内

六

一

金

本

一

郎

さ

ん

倉

升

八

O

玉
井
梅
土
口
さ
ん大

手
一

(
大
手
町

)
七
回

中

村

今

朝

美

さ

ん

黒

坪

七

一

山
崎
仁

一
さ

ん

神

科

山

口

七

九

望
月
正
治
さ
ん

中
央
二

(
横
町

)
六
二

松
井
喜
重
郎
さ

ん

神

畑

七

五

南
減
た
き
さ
ん

福

田

八

O

西
沢

は

る

み

さ

ん

久

保

林

七

八

松
井

み
ち
さ
ん

神

畑

八

九

新
屋
)
六
九

ま
た
、
長
野
県
の
部
落
は
、
多
く
の

場
合
、
山
か
げ
の
自
の
当
た
ら
な
い
所

や
崖
ぶ
ち
、
川
ば
た
、
傾
斜
地
、
谷
あ
い

の
い
つ
も
じ
め
じ
め
し
た
立
地
条
件
の

悪
い
所
に
つ
く
ら
れ
、
常
に
土
砂
崩
れ

や
洪
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
落
の
人
々
は
、
差
別
の
た
め
に
居

住
の
自
由
を
与
、
手
句
れ
ず
、
人
口
が
ふ

え
て
も
、
立
地
条
件
の
悪
い
一
定
の
地

区
内
で
分
家
を
く
り
か

、え
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
道
路
は
狭
く
消

防
自
動
車
も
は
い
ら
な
か

っ
た
り
、
一

戸
当
た
り
の
敷
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